
第３回海老名市公共施設再編計画策定委員会次第

日 時：平成２７年８月５日（水）

午後１時３０分から

場 所：海老名市役所 政策審議室

   １．開 会

   ２．公共施設の現地調査

   ３．その他

   ４．閉 会
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視察対象施設の概要 

■視察対象施設 

① 消防北分署（所管：消防総務課 所在地：上今泉六丁目１３番１７号）

② 門沢橋保育園（所管：子育て支援課 所在地：門沢橋２丁目２２番７号）

③ えびな市民活動センター（所管：市民活動推進課 所在地：さつき町５１番地の２）
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① 消防署北分署 

【施設概要】 

・本市の消防署の構成は、1署、2分署、1出張所となっている。
・北分署庁舎は、1階に車庫、事務室、市民開放型の会議室など、2階には仮眠室（個室化・
女子仮眠室含む）、職員用食堂、トレーニングルームなどを備える。

・屋上には、芝生での緑化や太陽光発電パネルを設置。太陽光エネルギーを庁舎の電灯な

どに利用することで、CO2排出削減による地球温暖化防止や、トイレ洗浄用水の雨水利
用など、環境に配慮した対策を講じている。

・消防車両については、従来の高規格救急車 1台、消防ポンプ自動車 1台に加え、H21年
度の現施設への移転に際し、はしご車 1台（15メートル級）を新たに配備し、北部地域
での中高層火災に対する消防力強化を図っている。

【建物・敷地の概要】 

建設年度 平成 21年度（経過年数：6年目）
構造形式 鉄筋コンクリート造

延床面積 1,222㎡
敷地面積 2,244㎡
用途地域 指定なし

建替え時期の想定 2074年度（今から 59年後）

（市民開放型の会議室）

（開所式の様子）
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② 門沢橋保育園 

【施設概要】 

・本市の保育園は公立 6園で定員 530人、私立 13園で定員 1,040人となっている。
・門沢橋保育園は、定員 60名、生後 6ヵ月から受け入れている。

（入所人数の推移）

H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 

70人 71人 71人 71人 68人

・JR門沢橋駅から徒歩 8分。自然豊かな広い園庭を有する。

【建物・敷地の概要】 

建設年度
昭和 46年度（経過年数：44年目）
※リニューアル工事を実施（1990年）

構造形式 鉄骨造

延床面積 328㎡
敷地面積 2,925㎡
用途地域 第一種住居地域

建替え時期の想定 2036年度（今から 21年後）

（園舎と児童）

（園庭の遊具）
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③ えびな市民活動センター（ビナレッジ、ビナスポ） 

【施設概要】 

・青少年会館と給食センターの跡地に、青少年会館・中央公民館・市民活動サポートセン

ターの機能を統合した施設として整備された。

・ホール・会議室・実習室などを備え、さまざまな市民活動を支援する「ビナレッジ」と、

プール・多目的室・トレーニングルーム・レクリエーションルームを備え、市民の健康

増進を支援する「ビナスポ」

の 2施設からなる。
・災害時には避難所として機能

させるために、自家用発電装

置や防災備蓄倉庫などの災害

対策機能も備えている。

【利用者数の推移】 

・ビナレッジの平成 26年度の利
用者数は、平成 25年度の約 1.4倍に増加。

・ビナスポは平成 26年 11月 1日にオープンし、利用者は 11月～3月の 5か月間の合計。
（利用者数の推移）

施設名 H25 年度 H26 年度 

ビナレッジ 60,589人 84,333人
ビナスポ － 78,373人

【建物・敷地の概要】 

ビナレッジ ビナスポ 

建設年度
平成 24年度

（経過年数：3年目）
平成 26年度

（経過年数：1年目）

構造形式
鉄骨鉄筋コンクリート造

一部鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

一部鉄筋コンクリート、鉄骨

造

延床面積 2,960㎡ 5,009㎡
敷地面積 4,419㎡ 4,911㎡
用途地域 第一種住居地域 第一種住居地域

建替え時期の想定 2077年度（今から 62年後） 2079年度（今から 64年後）
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